
父
か
ら
託
さ
れ
た

「
経
営
の
バ
ト
ン
」

マ
ロ
ニ
ー
の
創
業
は
一
九
五
〇
（
昭
和

25
）
年
。
戦
後
、
シ
ベ
リ
ア
で
の
抑
留
を
経

て
日
本
に
帰
っ
て
き
た
吉よ

し

村む
ら

義よ
し

宗む
ね

氏
が
、

鍋
に
入
れ
て
も
煮
崩
れ
し
な
い
春
雨
製
造

に
取
り
組
み
マ
ロ
ニ
ー
を
開
発
、
会
社
の

礎い
し
ず
えを

築
い
た
。

そ
の
吉
村
氏
が
七
〇
歳
を
機
に
社
長
を

経
営
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
の
問
題
が
中
小
企
業
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い

る
。
事
業
永
続
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
、
Ｍ
＆
Ａ（
合
併
・
買
収
）
に
よ
っ
て
自
社

の
「
人
材
」「
商
品
」「
顧
客
と
の
関
係
」
の
存
続
を
図
る
と
い
う
選
択
肢
が
あ
る
。

「
少
子
化
時
代
の
承
継
」の
在
り
方
の
一
つ
で
あ
る
Ｍ
＆
Ａ
に
つ
い
て
取
材
し
た
。

マ
ロ
ニ
ー
株
式
会
社　
会
長　

河か
わ
ち内
幸ゆ

き

枝え

社
員
が
最
後
ま
で
勤
め
て

く
れ
る
会
社
で
あ
る
た
め
に

1
CASE

「
と
ん
と
ん
拍
子
で
運
び
ま
し
た
」と
河
内
幸
枝
会
長
が
言
う
と
お
り
、マ
ロ
ニ
ー
は
従

業
員
を
一
人
も
辞
め
さ
せ
る
こ
と
な
く
、社
名
も
商
品
名
も
変
わ
ら
ず
、社
長
も
続
投
と

い
う
か
た
ち
で
後
継
者
問
題
に
終
止
符
を
打
っ
た
。同
社
が
自
社
株
一
〇
〇
㌫
を
ハ
ウ
ス

食
品
グ
ル
ー
プ
本
社
に
譲
渡
し
た
の
は
二
〇
一
七（
平
成
２９
）年
七
月
。河
内
会
長
は
ど

ん
な
思
い
で
Ｍ
＆
Ａ
を
決
断
し
た
の
か
。 

取
材
・
文　

中
山
秀
樹
／
撮
影　

編
集
部

小特集

事
業
永
続
の
た
め
の

「 3つの条件―

1 マロニーブランドと会社の存続、
2 雇用を守り一人も異動させない、
3 1年間の社長続投
― を満たした最上のパートナーが

見つかりました」と語る河内幸枝会長

580 6 / 2 0 2 0


